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【公開日】平成18年9月21日(2006.9.21)
【年通号数】公開・登録公報2006-037
【出願番号】特願2005-66808(P2005-66808)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   3/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   3/48    ３２０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月29日(2008.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを積載するシート積載部と、前記シート積載部に積載されたシートを供給するシ
ート供給手段と、前記シート積載部に積載されたシートにエアーを吹き付けるエアー吹き
付け手段とを備えるシート供給装置であって、
　前記エアー吹き付け手段は、エアーを吹き出すエアー吹き出し手段と、前記シート積載
部に積載されたシートと前記エアー吹き出し手段との間に介在する状態で設けられるとと
もに、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーを受けつつ揺動する揺動部材とを
有する
　ことを特徴とするシート供給装置。
【請求項２】
　前記揺動部材は、前記エアー吹き出し手段から吹き出されたエアーをシートに吹き付け
たときに、当該揺動部材に作用するエアーの圧力変動に応じて揺動する
　ことを特徴とする請求項１記載のシート供給装置。
【請求項３】
　前記揺動部材は、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーの流路上で、当該揺
動部材を回動自在に支持する回動支点部を中心に揺動可能に設けられている
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のシート供給装置。
【請求項４】
　前記揺動部材は、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーの流路上で、シート
積載方向に揺動可能に設けられている
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のシート供給装置。
【請求項５】
　前記揺動部材を弾性部材で支持してなる
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のシート供給装置。
【請求項６】
　前記揺動部材を弾性材料で構成してなる
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のシート供給装置。
【請求項７】
　シートを積載するシート積載部と、前記シート積載部に積載されたシートを供給するシ
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ート供給手段と、前記シート積載部に積載されたシートにエアーを吹き付けるエアー吹き
付け手段とを備えるシート供給装置を具備する画像形成装置であって、
　前記エアー吹き付け手段は、エアーを吹き出すエアー吹き出し手段と、前記シート積載
部に積載されたシートと前記エアー吹き出し手段との間に介在する状態で設けられるとと
もに、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーを受けつつ揺動する揺動部材とを
有する
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　シートを積載するシート積載部と、前記シート積載部に積載されたシートを供給するシ
ート供給手段と、前記シート積載部に積載されたシートにエアーを吹き付けるエアー吹き
付け手段とを備えるシート供給装置であって、
　前記エアー吹き付け手段は、エアーを吹き出すエアー吹き出し手段と、前記エアー吹き
出し手段から吹き出されるエアーの強さを可変する可変手段と、前記エアー吹き出し手段
から吹き出されるエアーの強さに応じて揺動する揺動部材とを有する
　ことを特徴とするシート供給装置。
【請求項９】
　前記可変手段は、前記エアーの強さを繰り返し変化させるものである
　ことを特徴とする請求項８記載のシート供給装置。
【請求項１０】
　前記揺動部材は、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーの流路上で、当該揺
動部材を回動自在に支持する回動支点部を中心に揺動可能に設けられている
　ことを特徴とする請求項８又は９記載のシート供給装置。
【請求項１１】
　前記揺動部材は、前記エアー吹き出し手段から吹き出されるエアーの流路上で、シート
積載方向に揺動可能に設けられている
　ことを特徴とする請求項８又は９記載のシート供給装置。
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